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自己申告書を書こう 
昨日の進路学活では、自己申告書について学びました。実力の切迫した公立入試では、合否を分けるカギ

となってくる大切な書類です。気合を入れて取り組みましょう。夏休みに一度完成させてもらうのですが、
今の段階から中学校で学んだこと・エピソードなどを振り返り、スムーズに作成できるようにしておきまし
ょう。（夏休みまでに学んだこと・エピソードを書けるようにしておきましょう。）以下に進路学活で学んだ
「自己申告書の書き方」をのせています。参考にしてください。 
 

○まずは自己申告書に書ける内容を３つ探し、整理する 

  まずは、「自分が自己申告書に書ける内容は何か」を考え 
なくてはいけません。それは、委員会活動なのか、部活動 
なのか、日々の勉強なのか、班長や行事のリーダーか、掃除 
や係の仕事だって一生懸命取り組み、そこから学びを得る 
ことができていれば十分に書くに値する内容です。 
そういった経験をみつけ、「自己申告書を書こう」プリント 
に箇条書きでもいいので書き出してみましょう。 

 以下、進路学活で学んだ自己申告書の書き方です。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○令和６年度公立高校入試（今年度入試）のアドミッションポリシーが発表されました。 

  昨日の進路学活でも触れたと思いますが、今年度入試に向けたアドミッションポリシー等が発表されまし

た。アドミッションポリシーとは、各高校が「求める生徒像」のことです。なので、当然最終的には、みなさんの書

く自己申告書は志望校のアドミッションポリシー（求める生徒像）に合致するように書いていかなければい

けません。しかし、アドミッションポリシーにとらわれすぎて内容が薄くなってしまっては本末転倒です。

はっきりと志望校が決まっている人は意識して書いてもらうにこしたことはありませんが、今回は無理にあ

わせようとしなくても構いません。ただし、最終的にはみんなアドミッションポリシーに合わせていかなく

てはいけないのも事実なので、一度この夏休みのうちにどのようなものか目を通しておいてもらえればいい

かと思います。ちなみにアドミッションポリシーは、大阪府の HP から見ることができます。他にも色々と

情報が更新されているので定期的にチェックしておきましょう。 

この 3 年間の中学校生活で 

   ①何を学んだか（テーマ） 

     ②エピソード（ストーリー） 

        ③高校でどう生かすか。 

 


